
丹波焼の里～篠山城下町
2つの日本遺産をつなぐ直通バスが運行
兵庫陶芸美術館～こんだ薬師温泉～JR「篠
山口」駅～篠山城下町を結ぶ直通バスが走

ります。運行ダイヤなどの詳細は兵庫陶芸
美術館ホームページへ 4月17日㊏～5月
30日㊐の土曜、日曜、祝休日 最大500円
同館 079（597）3961 079（597）3967
兵庫陶芸美術館

 

令和3（2021）年

県民交流室総務防災課へ 柏原総合庁舎 　0795（72）0500（代表）

困ったとき、まずは［さわやか県民相談］へ
　 0120（32）7830（携帯電話からは代表番号へ）
【受付】 平日（祝日等を除く）9時～17時30分

な や  み ゼロ

ホームページ
　丹波

丹波篠山市・丹波市
月号4

桜づつみ回廊（川代公園・丹波市）▶
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再生紙使用
兵庫県庁
発行

〒650-8567 神戸市中央区下山手通5丁目10番1号 078（341）7711㈹
兵庫県広報戦略課 078（362）3019 078（362）3903 https://web.pref.hyogo.lg.jp/ 今月号およびバックナンバーは

県ホームページでご覧いただけます。8 Hyogo

丹波県民局

県民だよりひょうご

丹波の森づくり

4月号

丹波県民局総務防災課　0795（73）3718    0795（72）3077

自然と人と文化が調和した地域「丹波の森」を大切に守り育てていく思いが込められた「丹波の森宣言」。
県民局では本年度も4つの宣言に基づいた事業を通じて、「丹波の森づくり」を進めます。

進めよう 丹波の森づくり
令和3年度
丹波県民局
主要施策

宣言本文や
紹介動画はこちら→

宣言1 丹波の健全な発展を損なうような自然破壊は行わず、

森を大切に守り育てます。 宣言2 丹波の自然景観を大切にし、

花と緑の美しい地域づくりを進めます。

　地域住民による里山づくりを進めるた
め、里山について学ぶ研修会を開催す
るほか、里山づくりを実践するための
チェーンソー安全講習受講支援と丸
太の切り出し体験研修を開催します。

　AIやドローンなどの先端技術の普及
に向けて、地域連携型の「スマート農
業シェアリングシステム」の構築、モデ
ルづくりを進めます。

　水分れ域の「源流の里」ならではの景観や環境を有する水辺空間を、さら
に身近に感じてもらえるような整備を行うほか、ため池への愛着を深め
るため、かいぼり（池干し）に合わせて自然観察会などを実施します。

間伐体験→

AI解析によるピンポイント農薬散布→

　たんば三街道の老朽化したシンボル標
柱を改修します。また、県立丹波並木道
中央公園に整備するサイクルステー
ションに三街道の紹介パネルを設置し
ます。

　桜づつみ回廊の長寿命化や魅力アップのため、てんぐす病にかかった枝
の剪定や植え替えを実施。ドローン空撮によるPR動画も作成します。

シンボル標柱の改修→

　地域の街道沿いに県民の皆さんが制
作したミニガーデンを設置します。

ミニガーデンの設置→

宣言3 丹波の文化景観および歴史的遺産を大切にし、

個性豊かな地域文化を育てます。 宣言4 丹波の素朴さと人情を大切にし、

安らぎと活力に満ちた地域づくりを進めます。

　都市部での出前化石発掘体験やリ
モートによる剖出体験、化石スポット
を巡るモバイルスタンプラリーなど、
体験プログラムをさらに充実させます。

　「シューベルティアーデたんば」の再
開を盛り上げるため、商店街などでの
フラッシュモブやミニコンサートを開
催します。

出前化石発掘体験会→

音楽家による生演奏→

　ECサイト活用支援やフェア開催などで
TAMBAブランド農産物の魅力を発信。
竹田川水系の3酒蔵と連携し、Hyogo 
Sake 85などを原料とした日本酒などを
三宝ダム管理トンネルで貯蔵・熟成させ
PRします。

　安全安心な地域づくりを目指して、地域防災力の充実強化や住民主体
の健康体操の取り組みを支援します。

三宝ダム管理トンネル→

　農家民宿のネットワークづくりや四季
折々のコト体験プログラムの充実支援、
サイクリングモデルルートでの1泊2日
イベントの開催など、体験・滞在型ツーリ
ズムを推進します。 サイクリングイベント→

　オンライン交流カフェを実施するほか、
移住コーディネーターを設置し、お試し
滞在者のニーズにきめ細やかに対応す
るなど、移住・環流を推進します。

お試し滞在→

せんてい


